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新　~世　糸己　を　迎　え　て

支　部　長　　大　久　保　　龍　雄

明けましておめでとうございますo希望に満ちた2 1世紀最初の新年､ご家族おそろいで新春を

お迎えのことと存じます.

日臥音更支部の運営に対し特段のご支珪ご協力をいただいていることにつきまして心から感謝

を申し上げますDお臨模で予定した行事等は滞りなく実施することができました｡

昨年9月に｢2 0 0 0年度音更地区難病医療･福祉相談会Jが音更町の老人保健センターを主会

場に開催され-支部としてもお手伝いをさせていただきましたがー多くのことを学ぶことができま

したoこの事菜は北海道難病連が一道の委託事業として実施しているものですれそのねらいとし

て`地域に住む難病患者とその家族に対しー専門医及び相読点等により息者･家族の生活､医療に

関する相談や助言を行なうことや､発病患者の早期発見による早期医療と患者･家族への心身の支

援'をあげています｡

全国どこの地に住んでいてもー等しく高度の医療を受けることができるというのが私たちの厭い

ですが､今回の相談会はそこに到達するプロセスとしてまことに意義のあるものと言えましょうB

北海道難病連は,この相談会のほかに他府県にさきがけて難病センタ-開設(1980年)を実現さ

せたり､患者･家族の全道集会を継続して開催するなど多くの実続がありますが､ ｢日本患者同盟

40年の軌跡｣ (同編集委員会編)によりますと-これらの三事業を例として挙げた上でr- (前

噸)北海道難病連は地域難病連の中心的役割りを果たし､その活動と実美削ま他の地域難病連に実現

の可能性を実証した(後略)-｣と､高く評価をしています.

一昨年行なわれた日本一周激励マラソンは､多くの尊意に支えられすぼらしい成果を挙げて終了

しました-この普励マラソンが実機となって､穀つかの県で新たに難病連が蘇成されたということ

をお聞きしましたb新世紀を迎えてー北海道難病連の創立以来の軌跡に触れる機会がありましたが､

常に先導的な役割を果たして来られた先人のご労苦に深く思いをいたした次第であります｡

音更支部も北海道難病連の事業には積極的に参加をして参りました｡それと同時に､支部活動も

保俸･福祉に関する相読会､どんぐりまつり･クリスマスパーティなどによる親睦受講､支部広報

紙の発行- J PC (日本患者･家族団体協議会)の国会語厳署名行動などの事業･行事を関係各機

関､ボランティアの各団体ー会員の皆様方のご支壊ご協力により実施して参りました｡

私たちのこれらの活動は､会員相互の交誼をはかる中で病気をのりこえる勇気を培いーさらには



病気の原因究明と治療法の早期確立を求め-患者と豪族が希望を持って明るい生活を送ることがで

きるようにと蔽って行なっています｡支部の活動への参加つきましても､会員の皆様方それぞれに

いろいろな面での利親があろうかと思いますが`運動しないで特られた成果はない'とも言われて

いますoカを合わせ日掛こ向かって一歩一歩前進して参りたいと考えていますので-相変らぬご支

援ご協力をお願いいたしまして年頭のご挨拶といたします｡

嬉しかった新年交流会

1月2 1日(日) ､町内の旭寿しで会員･家族の新年交流会が開催されましたo前日までの寒さはどこへ

やら､日中は寒気も緩み､部屋は暑いくらいでした0 i 1時3 0分より､大久保支部長の挨拶で始まり､ビ

_ルとウーロン茶でまずは乾杯｡自己紹介に掛､て､当日出席で純かった招部長の菅原貞助さんより鼻

メッセージが届けられましたので､交流にさきがけて紹介されましたDその後会食にはいりましたo

参加者は9人(腎友会2人､ベ-チェット2人､バージャー2人､橋本病2人､心臓病の子供を守る会1

人)と少なかったのですが､日頃交流を深める機会が少ないので､食事をしながらゆっくり語り合うことが

できました｡

中には､難病連音更支部結成時からの会員さんが､初めて今臥行事に参加なきったという方もおられて

とても嬉しかったです｡

それぞれ病気の話､仕事の話､旅行談等話題も豊富､食事も鍋物や生寿司等お腹いっぱい食べて､又の再

会を凝って終わりましたo

●
菅原貞助さんからのメッセージ

北海道難病連音更支部の皆様　お元気で新年をお迎えのことと存じます

不自由な体であっても老いても常に希望を失わず　お互い手を取りあって頑張ろうではありませんか

私も一日も早い回復を目指して皆様と再会出来る日を楽しみにしております大久保支部長はじめ皆様

のご健康とご多幸をお祈り申し上げ新年のご挨拶と致します

難病連音更支部の皆様

医療法人　アメニティ帯広　内　　管原点助
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▽保健･福祉に関する
懇談会及び相談会

今年は下記のようになっています｡

主催　(財)北海道難病連音更支部

共催　北海道医療社会事業協会東支部

日時　平成13年2月18日(日) 13:00-16:00

会場　音更町共栄コミセン　2階和室

参加賓　　無　　　料

参加対象　難病患者･障害者と家族･-般

相談員　○音更町在宅介護支援センター

春木みどり氏､堀田昇氏

○北斗病院

医療ソーシャルワーカー2名

参加を希望される方は直接会場にお越しください｡

問い合わせ先　難病逮音更支部事務局　h･fax　3ト8723



力を感じたパ-ティ

大谷短大生手作りの､優しく華やかなクリスマス･パーティのポスターに目を止めた方

もいらっしゃるでしょうo準備から後片付けまで3 0名をこえるスタッフの皆さんによっ

て進められたクリスマス･パーティは印象に強く残りましたo

受け付け時間よりも早く集まる参加者の皆さんに受付係があわて､参加名簿のチェック､

会費収納などの慣れか作黄にもたつき､抽選番号の書きこまれた折り紙を渡すのを忘れ

るという-プニングもあり3: L/たo喫茶コーナー前の来賓席には町長代理の民生部長や社

協副会長のほかに､ボランティアグループ｢たんばばの会｣のエプロンを着けた佐々木恵

美子道議の姿がありました｡

ァトラクションは帯広青年合唱団のコーラスから始まりました｡ハーモニーにうっとり

した後､全員で｢赤鼻のトナカイ｣ ｢大きな歌｣ ｢聖しこの夜｣などを歌いましたo見て

いるのは音更農協青年部の方がパソコンで作ってくださった可愛いイラスト入りの歌集で

すo歌声は合唱団に押され気味でしたが､楽しいコーラスでしたo

次いで帯広蹄りの会の皆さんの和太鼓演奏ですo太鼓の音は足元の床やお腹にトンドン

響きましたo rよさこいソ-ラン｣は今年も｢You･遊･とかち｣が元気な踊りを披露

してくださいました｡その後､参加者に鳴子が配られ､たどたどしい身振りながら全員で

蹄りました｡蹄りの中に手話が入る｢You ･B･とかち｣の振り付けには患わず捻って

しまいました｡何時来られたのか前支部長の菅原貞助さんが車椅子に乗ってアトラクショ

ンを見ていました｡支部役員がしゃがむようにして話している姿に胸が熱くなりましたo

交流タイムはケーキやアイスクリームを受け取ったり､久し振りに会った人達とおしゃ

べりしたりの和やかな時が流れました｡長い紐の先についたプレゼントの袋の中をのぞい

てニコニコしている方もいます｡

交流タイムの後､大谷短大｢ありんこ｣の皆さんが人形劇で子供たちの目を引きつけま

した｡アトラクションの最後は､初登場の佐藤さんが手際のよい手品(マジックといった

ほうが分かりやすい?)できれいにまとめてくださいましたo

ぉ楽しみの抽選会ではリースやワインを蕃得した人に祝福の拍手が長く続きましたo

ボランティアでパーティを支えてくfit･さった多くの個人､グループの皆さん､本当にあ

りがとうございましたo参加してくださった皆さん､ありがとうございましたo byNY

●



どんぐりの家

作業所だよ　り

新聞の報道などでご存じの方もいらっしゃると思いますが､ 2 0 0 1年4月より東音更

にある南中士幌児童館内の和室2部屋と教員住宅1戸を､障害者･地域共同作業所として

音更町から無償貸与される見通しとなりました｡

活動の内容は今までと同様､主にリサイクル品の整理･保管･ ｢福祉の店｣の運営を行

なう予定です｡

適所者は､町内在住の1 5歳以上の障害者･難病患者が対象です｡

適所希望の方等､詳細の問い合わせは

電話･ファックス　31-8723まで

なお､東音更での共同作業所設立に関しては､佐々木恵美子道議会議員にいろいろとご

尽力をいただきましたo

●

▽　　事務局だよ　り

財政活動でお正月飾りの販売をしました｡

売り上げは33･ 100円ありました(22･ 5%還元されます)｡ご協力ありがと

うございました｡

○　特定疾患受給者証の継続中請手続きの締め切りは2月2 8日ですoお忘れなく!

特に変更がなければ郵送でもO Kです｡

この冬は寒さと雪の多いことで､体蘭をコントロールするのに皆さん四苦八苦なさって

おられることと思いますo春の声を聞くにはもう少しの辛抱でしょうか｡

近況や支部に対する要望等をお寄せください｡
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